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❶ 
推進体制の強化

庁内の連携体制はもちろんのこと、関係機関と協力・
連携して推進体制を強化します。また、市の経済振
興課が「ワンストップ窓口」の機能を担います。
さらに、近隣市やけいはんな学研都市の構成市町の
産業部局とも連携を図り、企業活動の広がりに対応
した支援を行うこととします。
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❷
 関連数値の把握

商工観光に係る様々な定量指標を定めてデータベー
ス化に取り組みます。また、今後の施策効果検討の
参考資料とするため、大学等の協力を得て、本市の
産業の指標となるものを検討します。

❹ 
事業の推進に向けた仕組みの構築

毎年、本ビジョンの進捗状況を把握し、その結果を
踏まえて、次年度以降の施策の強化、改善に取り組
みます。進捗状況についての評価や新たな施策の検
討の場としては、関係者が集まる場を設定します。

❸ 
具体的施策の展開に係る
事業者・市民との協創

本ビジョンに基づく主要な施策については、事業者
や支援機関、関係する市民団体や市民も一緒になっ
て、ワークショップ等を活用しながら事業の具体化
と実現化を図ります。

❺ 
市民に対する

商工観光振興の情報発信

商工観光の活性化が本市の住み良いまちづくりに
とって極めて重要であることを市民に理解してもらう
ため、本市の商工観光を紹介する分かりやすい広報
紙等を作成し、情報発信に取り組みます。

産業支援策等についてご相談のある方は、こちらまでお気軽にお問い合わせください。
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商工観光も歓迎するまち
「生駒」

～住み良さ、働きやすさを一層高める～

平成27年12月に策定した「生駒市人口ビジョン」によると、本
市の2060年の総人口は最も多くて約108,900人という結果が
推計値として算出され、その間、生産年齢人口は一貫して減少
するとされており、人口減少だけでなく、今後は人口構成も大
きく変わってくることが予想されています。
これまで、本市では「住む」を大切にしたまちづくりを進めており、
住み良いまちという評価を得ていますが、これからは「しごと」
という視点も併せて商工業や観光の振興を図り、多様な機能
を持ったまちづくりに取り組んでいくことが求められています。

生駒市の魅力、強み、にぎわい、新たな仕事などを

生み出す仕組みづくり！

本市としては初めて、今後６年間を見据えた「生駒市商工観光ビジョン」
を策定しました。
本ビジョンでは、生駒市の魅力、強み、にぎわい、新たな仕事などを生み
出す仕組みづくりや、その担い手となる意欲を持った人材や団体への支
援など、様々な分野の活動が連携することで、生駒市がより住み良く、多
様な働き方を進めていけるような市となるための方針を定めています。
市民、事業者、支援機関の皆様と一体となり積極的に取組を推進してい
きたいと考えていますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

 操業しやすいまちを目指して ╱╱

策
定
の
背
景

本市において商工観光を活性化させるため
には、行政だけでなく、生駒商工会議所、奈
良県、大学や研究機関、金融機関など支援
機関全ての力が必要であり、また、市民の理
解と協力が不可欠です。

このため、振興のための方針を考える上で
は、関係機関が一丸となって商工観光の活
性化に取り組んでいくことを基本とします。

また、学研高山地区第２工区の開発やリニ
ア中央新幹線新駅の誘致など新たな動向

を視野に入れながら、都市の重要な魅力で
ある「住み良さ」との調和を図り、商工観光
がさらに都市イメージを高め、市民と協調し
ていく視点を重視します。

多くの企業に生駒に来てもらうための施策、
新たな事業を立ち上げたいという意欲に応
える施策を推進し、まちの商工観光の継続
的なイノベーション・発展を支援するととも
に、そうしたまちの姿勢・メッセージを積極
的に打ち出していきます。

生駒市の総人口

120,741人

2017年
(4月現在）

2060年
（推計）

108,900人

約-1.2万人

生駒市における
商工観光振興の

基本的な
考え方

支援機関の連携により
積極的な事業者を応援します

国・県などの各支援機関がそれぞれ
支援制度の充実に努めているにも
関わらず、現状では必要とする事業
者に、的確な情報が行き届いていな
いように思います。
地元支援機関など関係者がこれま
で以上に、協力・連携することで、積
極的な事業展開を目指す企業を応
援し、商工観光の振興につなげてい
きたいです。生駒商工会議所もこれ
まで以上に事業者・創業者を応援し
ていきます。

「
」

生駒のブランド力と
シビックプライドの向上を！

生駒市民は、生駒山の麓にある美し
い自然に恵まれかつ利便性の高い
住環境を愛好しブランドとして認識
しています。
産業は、税収増や雇用促進というよ
い影響を市民にもたらしますが、生
駒市では、このブランドイメージと調
和した産業振興モデルが求められて
います。この視点も大きな軸に据え
たビジョン実現によって、生駒市らし
い商工観光の振興が進み、生駒市の
シビックプライド（市民のまちに対す
る愛着や誇り）がさらに高まってほ
しいと思います。

「
」

住民に愛され、訪れて楽しい
まちを目指して

住みやすさのイメージが強い生駒で
すが、美しい佇まいの寺社仏閣はも
ちろん、眺めのいいスポットや、おい
しいお店もたくさんあります。また、
宝山寺参道のほか市内各地で、近
年、市民主体イベントの開催が盛ん
です。派手な観光地を目指すのでは
なく、住民が行って楽しい場所の多
い、自慢に思えるまちにすることで、
結果的に市外の人も訪れたくなるま
ちにしていきたいと思います。

「
」

生駒市商工観光ビジョン懇話会参加者
生駒商工会議所 専務理事

大原 曉 さん

生駒市商工観光ビジョン懇話会 座長
帝塚山大学 学長補佐/経営学部 教授

菅 万希子 さん

生駒市長

小紫 雅史

生駒市商工観光ビジョン懇話会参加者
生駒市観光協会 会長

池田 英憲 さん
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商工観光における「工業」「商業・サービス業」「観光」の各分野及び

それぞれの「横断的分野」ごとの基本方針、施策の方向は以下のとおりです。基本方針

一つ一つの個店の魅力、そして市民生活や市外からの
来訪者を迎えるまちの顔となる生駒駅周辺地域の魅力
を発揮させるために、まちの個性や歴史文化、市民によ
るまちづくり活動と結び付けて、まちに活気を生み出す
取組を進めます。

市民生活の利便性や快適性の維持・向上を図るととも
に、商業・サービスの事業継承やイノベーションによる
定着・発展を促進します。

基
本
方
針

① 個店の魅力の向上
② 生駒駅周辺商業集積地の活性化
③ にぎわい活動の支援

施
策
の
方
向

【 商業・サービス業 】

既存企業が立地し続けたい、新たな企業が立地したい
と考える、産業活動が行いやすい環境づくりに取り組
み、既存の市内企業の定着及び新規企業の誘致を進
めます。

安定した雇用や職住近接の働きやすい環境づくりなど、
商工観光を歓迎する都市としてのブランド力の向上を図
ります。

基
本
方
針

① 地域企業の支援
  １. 操業・イノベーション環境の向上
  ２. けいはんな学研都市との連携（産学金官連携）
  ３. 人材確保・育成の支援
② 企業誘致の推進

施
策
の
方
向

【 工業 】
基
本
方
針

独自の歴史文化資源や自然環境を活かし、生駒のまち
や市民、文化そのものに触れる体験メニューを充実・
PRするとともに、国内外から訪れる人をあたたかく迎
える受入体制を整備します。また、モデルとなる拠点
エリアにおける先導的な取組を推進します。

市民がまちに愛着・誇りを持ち、国内外から訪れる人を
あたたかく迎える雰囲気を醸成し、観光を産業として
育むとともに、将来の定住やリピーターにもつながる生
駒市のファンを増やします。

施
策
の
方
向

各分野で共通して取り組むべきことや、他産業との連
携を図ることで相乗効果が期待されることもあること
から、各分野を横断した取組を位置付けます。
特に、定住都市としてのイメージの強い本市において
「商工観光を歓迎するまち」という新たな魅力を定着さ
せていくため、情報発信や産業教育の充実を図ります。

また、新たな産業の芽吹きを促進するため、多様な創
業・就業を関係機関が一体となって支援します。
さらに、まちの魅力を高める展開が期待される商工業
や観光と農業の連携に向けた取組を推進します。

基
本
方
針

① 商工観光の情報受発信の強化
② 創業支援
③ 産業教育の推進
④ 農業との連携

施
策
の
方
向

① 体験型観光の推進
② 観光ネットワークの形成
③ 観光推進体制の強化
④ 集客拠点の設定

【 観光 】

【 横断的分野 】
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新たな技術開発、新規分野への進出、販路の開拓、事
業用地の拡張など積極的な事業展開を図る既存企業
や新規に市内に立地した企業に、市の支援制度を有効
に活用してもらいます。
また、国や県等の支援制度も積極的に紹介することに
よって、企業が支援メニューを利用しやすい環境を整
えます。

考
え
方

●企業訪問を通じて得た情報をもとに、
　積極的な事業展開を図る企業を把握
●市や国・県等の支援制度を分かりやすくメニュー化、
　市内企業へ紹介
●国や県等の支援制度の利用・申請に関する
　推奨や助言
●企業のニーズに基づく、市の補助メニューの見直し

取
組
イ
メ
ー
ジ

企業の積極的な事業展開を応援します

企業訪問を継続的に実施し、経営状況や操業におけ
る問題点・課題、行政や支援機関に対する期待等を把
握・整理します。その結果をもとに、課題解決に向けた
取組や施策の検討、庁内及び関係機関との調整、企業
のニーズに応じたきめ細かな情報提供を進めます。ま
た、市内の企業との交流を図ることで企業との信頼関
係を構築します。

考
え
方

●主要な企業に対する
　継続的・定期的な企業訪問の実施
●企業の課題に応じた生駒商工会議所、
　金融機関、支援機関等との共同訪問の実施
●生駒商工会議所、金融機関等との
　企業支援に関する意見交換
●企業訪問結果のデータベース化

取
組
イ
メ
ー
ジ

宝山寺参道の魅力を高めます

「観光生駒」の資源である宝山寺参道は、景観面の良さ
やアート創出の可能性など市内外からの観光客を惹き
付ける要素を備えています。情報発信や景観面での環
境整備といったことを協創によるまちづくりによって進
めます。

考
え
方

●宝山寺参道観光の情報発信
　（市民への情報発信、大阪市内等での紹介）
●パブリシティの活用
　（メディアや雑誌などマスコミへの情報発信）
●民主導によるイベントへの支援
●空き家や旧旅館等のリノベーションの促進

取
組
イ
メ
ー
ジ

考
え
方

テレワーク＆インキュベーションセンターの運営につい
て定期的に意見や要望を把握し、運営者や関係者との
意見交換を通じて柔軟に見直し・改善を行うことがで
きる仕組みを整備します。
また、市民の「働き方改革」を推進する拠点とし、新た
な雇用創出や人材誘致につなげ、「子育て・介護と仕事
が両立できるまち」、「地域コミュニティへの参画と仕
事が両立できるまち」、「みんなが自分らしく働き続け
られるまち」を目指します。

取
組
イ
メ
ー
ジ

●利用者に対する継続的なニーズ調査の実施や、
　定期的な意見交換
●稼働率や要望を通じた新規ニーズの把握
●運営の見直しによる効果の検証と
　継続的な改善の仕組みづくり
●新規ニーズに応じた新たな事業スペース確保の
　検討

しごとの選択肢を広げます企業情報の収集・整理・発信を強化します

本ビジョンの計画期間中に特に力を入れて取り組む事項を

「重点テーマ」として位置付け、施策を推進します。重点テーマ

▲テレワーク＆インキュベーションセンター
　（イメージ図）

▲生駒聖天お彼岸万燈会
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